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 ※2012.09より合同会社に組織変更されました。 

C ampus  Incubator

New Office ：　

Campus  Incubator

Mie University 
Community-University Research Cooperation Center

事業内容

　斜面崩壊や地すべりといった土砂災害を未然に防ぐため、斜面安定対策工法として広く使用されているグ
ラウンドアンカー工の維持管理に関する調査・提案および研究開発を行っています。
　(社)全国地質調査業協会連合会に所属する4社と三重大学大学院生物資源学研究科 酒井俊典教授にて研
究会を設立し、アンカーのり面の効果的な保全手法の研究開発と平行して、現状調査について、会員を増やし
ながら全国的な事業展開を行っています。

ＳＡＡＭジャッキを用いた調査状況

 グラウンドアンカー工の残存引張り力分布図

残存引張り力Pe（kN)

　開発した小型軽量の SAAMジャッキ（特許取得）を用いてリフトオフ試験
を平面的に実施（面的調査）し、のり面の健全度評価に有用な残存引張り
力の分布図を求めることができます。この残存引張り力の分布図より得られ
る情報から安定性の評価をし、データベースを構築していくシステムです。

　SAAM ジャッキを用いることにより、これまで明らかにされて
こなかった平面的な緊張力分布状態の把握が可能となりました。
面的調査により、既設アンカーの残存引張り力の分布状態は様々
な状態に変化しており、現状の緊張力の把握以外に、対象斜面の
地質特性や安定性の評価に関わる有用な情報を多く得ることがで
きます。

SAAM（サーム）システム

既設グラウンドアンカーの残存引張り力分布図

300
275
250
225
200
175
150
125
100
75
50
25
0

設計アンカー力

定着時緊張力

２０12年8月
本インキュベータを巣立ち、次のステップに進まれました。


